
 

 

 

 

 

 

 

「勝つ」と「克つ」 

                                                              校長 宮崎 俊仁  

                                                        

 札幌の春の風物詩、ライラックの花も散り始め、さわやかに吹き渡る風が初夏の訪れが近いことを告

げています。今日も、グラウンドでは６月２日（土）に開催される第48回運動会に向けて練習に熱が入

る子どもたちの元気な声が響いています。 

 今年度の運動会のテーマは『今つながれ～練習の汗と本番の心～』です。子どもたちはこの日のため

に仲間と協力し、表現種目の「南中ソーラン」や「エイサー」、「1・2年でやってみよう」を教え合っ

たり、見合ったりして練習を重ねてきました。また、個人種目の「かけっこ」「短距離走」では、少し

でも速く走りたいとスタートのタイミングを取る練習を繰り返す子どもの姿も見られました。団体種目

「たまいれ」「力を合わせて棒取り2018」「騎馬戦2018～川中島の戦い～」、そして選抜種目「リレー

」の練習では、みんなで力を合わせ、協力する大切さを学んだり、知恵を出し合って作戦を考えたりと

勝利をみんなの手でつかみ取るために、一丸となって努力してきました。 

 運動会のめあては、これまでの練習で子どもたちが示してきたように「仲間と協力する大切さを学ぶ

こと」「お互いを高め合うこと」です。また体育の目標として、「生涯にわたって運動に親しむ資質や

能力の基礎を育む」ことも重視しています。運動会という性質上、赤組、白組に分かれ勝敗を決めたり

、徒競走では順位を決めたりします。しかし、それはあくまでもモチベーションを高めるためであって

、それ自体が目的ではありません。「勝てば何をしても良い。」「１位でなければ意味がない。」とい

うものではないのです。ただし、子どもたちには「かつ」という意識を強く持ってほしいと思っていま

す。それは「勝つ」ではなく「克つ」。つまり「今までの自分に『打ち克つ』」「克服する」という意

識です。自分の過去のタイムを少しでも更新したり、あきらめそうになる自分や仲間を鼓舞したり、自

分だけではできないと思えることを友達と協力して成し遂げること。たとえ勝負で負けたとしても、そ

れは過去の自分に「克った」と言えることなのです。 

 スポーツの世界でも、かつては相手を意識して試合前のインタビューに「あんなのに負けるわけがな

い、自分の方が強い。」という発言をする一流選手も多くいましたが、最近では、フィギュアスケート

の羽生選手、スピードスケートの高木選手、MLBの大谷選手のように「相手は意識しない。自分が何を

できるかだ。」という意味の発言をする若い選手が多くなったと思います。彼らがそろって批判を浴び

ることも多い「ゆとり世代」ど真ん中だというのも面白いと思います。しかし、彼らの言うように、そ

のスポーツを心から愛し、楽しみ、自分の力を伸ばすことに喜びを覚える姿からは、きっと生涯を通し

てスポーツが大好きでいるのだろうという将来の姿が想像させられます。誰からも命じられたわけでは

ない「自ら求め、追究する」喜びを感じるからです。 

 運動が苦手な子どもも、もちろん多いと思います。しかし、小学校のこの運動会を通して、仲間と協

力する素晴らしさ、自分に打ち克つ大切さを心から感じてくれたとしたら、これほど喜ばしいことはあ

りません。運動会当日には是非ご来場いただき、お子さんの、目標に向かって努力した姿、チーム内の

心の通い合いについて、温かい励ましの声をかけていただきたいと存じます。

 

札幌市立新陽小学校 

No.３ 

平成３０年 ５月３１日 

学校だより 

 先週からの運動会練習に取り組む子どもたちの様子を新陽小ホームページに載せてあります。 

よろしければどうぞご覧ください。 

新陽小HP  http://www.shinyo-e.sapporo-c.ed.jp/ 



INFORMATION 

 

 

 

 

 

 

＊終了後、グラウンドを昼食・休憩場所として開放して

おります。ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

       

  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２８日（木） 学校諸費引き落とし日 

 確実に引き落としがされますよう、口座の残高

のご確認をお願いいたします。引き落としがされ

ない場合、業者へ給食食材や教材等のお支払いが

できない状況になってしまいます。どうぞご協力

よろしくお願いします。 

 １日（金）運動会前日準備（5 時間授業） 

 ２日（土）第４８回運動会 

 ３日（日）第４８回運動会予備日 

 ４日（月）振替休業日 

 ５日（火）個人懇談希望調査配付 

 ６日（水）委員会⑤ 

      ＡＬＴ来校 

７日（木）内科検診 123 年（午後） 

     第２回ＰＴＡ役員会 

８日（金）修学旅行保護者説明会（6 年生） 

     水泳学習健康調査票・水泳カード配付 

１１日（月）栄養実習（～１５日） 

      学活『清掃の仕方』 

      ふれあい交流開き（～２２日） 

１２日（火）札教研全市研究集会 

（短縮 4 時間 13：00 下校） 

個人懇談希望調査締切 

１３日（水）クラブ②  水泳学習健康調査票・ 

      水泳カード締切 

１４日（木）内科検診 456 年（午後） 

      第１回 PTA 運営委員会 

１５日（金）郷土の日（短縮 4 時間 13:00 下校） 
１８日（月）なわとびチャレンジ週間（～7/13） 

１９日（火）４年生現地学習（青少年科学館） 

２０日（水）委員会⑥スクールカウンセラー来校 

２２日（金）ALT 来校 PTA 救命救急講習       

２５日（月）個人懇談①（放課後） 

２６日（火）個人懇談②（午前授業） 

２７日（水）個人懇談③（午前授業） 
２８日（木）個人懇談④（午前授業） 

      学校諸費引き落とし日 

２９日（金）個人懇談⑤（放課後） 

郷土の日 
１５日(金)は、郷土の日のため、短縮４時間

授業となり、給食後、１３：００頃下校となり
ます。毎年、本校の子どもたちが神輿を担いで
町内を練り歩きます。地域の行事を盛り上げる
子どもたちの姿にご声援をお願いします。 

ふれあい交流 
 今年も 1・6 年、2・4 年、3・5 年がペア学年と
なって交流する、ふれあい活動が始まります。一
緒に遊んだり、給食を食べたりして交流を深めま
す。秋には、ふれあいグループで活動するふれあ
い遠足も予定されております。 

 ６月２日（土）に第４８回運動会を開催いたします。 

荒天の場合は６月３日（日）、以後は順延となります。

運動会延期の連絡は、保護者メールやホームページ

でお伝えします。また詳しい内容は、本日配付の「運

動会実施に関わるお願い」で確認ください。 

 
 ８：３０ 開会式 

 ９：００ 競技開始 

１２：１５ 閉会式 

１２：２５ 1・2 年生は、保護者の迎えにより下校 

１２：３０ 3・4 年生は、椅子を搬入後下校 

１２：３５ 5・6 年生は、椅子を搬入後、係活

動を終了させてグラウンドで解散 

 

札教研全市研究集会 
１２日(火)は午後から市内小学校の教職員が

いくつかの会場に分かれて研修を行います。 
この日は、短縮４時間授業となり、給食後１３:

００頃下校となります。下校後の過ごし方につ
いて、お子さんとご確認ください。 

水泳学習がはじまります！ 

６月の末から、水泳学習が始まります。実施

日や持ち物などについては、学年だよりや学級

だよりをご覧ください。 

なお、水泳カード（押印が必要）や、プール

道具がないと参加できません。 

学校では、子どもたちに、この水泳学習を

よき生活習慣づくりの一つと考え、『学習用具

は“自分で”揃える』大切さを指導しています。    

ご家庭でも、「明日は水泳があるね。準備は

できたのかな？」「最終チェックはお母さんが

するよ。」などの関わりをお願いします。 

併せて持ち物や衣類への記名もお願いしま

す。 

☆なわとびチャレンジ週間☆ 

 運動会に向けて、体をいっぱい動かす機会がありましたが、本校では一年間
を通して、体力づくりのため、『なわとび』にチャレンジしています。 
一人一人がめあてをもって、新しい技を習得したり、技の精度をあげたりし 

ていきます。ご家庭でも励ましの声かけをお願いします。 


